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自動運転車についての実査と結果
《完全自動運転車ヴァージョン》
「ＡＩによる自動運転車」とは、周囲の状況を監視する各種の
センサーを備え、操作上の判断が求められる状況では、人工知
能を搭載したコンピュータが適切な情報収集と状況判断を行い、
完全に全自動で適切に運転を制御する「ＡＩによる自動運転シ
ステム」により操作される自動車です。よって、人間がハンド
ルを握ったり、ブレーキを踏んだりする操作が全く必要のない
全自動の自動車です。
《人間の監視が必要な自動運転車ヴァージョン》
「ＡＩによる自動運転車」とは、人間の運転者を適切にアシス
トする自動車です。周囲の状況を監視する各種のセンサーを備
え、操作上の判断が求められる状況では、人工知能を搭載した
コンピュータが適切な情報収集と状況判断を行い、適切な自動
車の操作を運転者に知らせます。よって、人間はハンドルを
握って操作したり、ブレーキ操作をする必要がある、一定程度
の自動運転車です。



自動運転車についての実査と結果
《完全自動運転車ヴァージョン》
人間がハンドルを握ったり、ブレーキを踏んだりする操作が全
く必要のない全自動の自動車です。
《人間の監視が必要な自動運転車ヴァージョン》
人間はハンドルを握って操作したり、ブレーキ操作をする必要
がある、一定程度の自動運転車です。

人間監視必要ＡＩ自動運転車 ＡＩ完全自動運転車



自動運転車についての実査と結果

《質問 Q4》ＡＩ自動運転車の利用が可能になった場合に，下記の可能性
についてあなたはどの程度期待しますか？

非常に ある程度 どちらとも それほど 期待 全く期待
期待する 期待する 期待する 言えない 期待しない しない しない

交通事故の減少 □ □ □ □ □ □ □

重大事故の減少 □ □ □ □ □ □ □

渋滞の解消 □ □ □ □ □ □ □

移動時間の短縮 □ □ □ □ □ □ □

高齢者・障害者の移動支援 □ □ □ □ □ □ □

効率的な運転による燃料費の節約 □ □ □ □ □ □ □

自動車保険料の低下 □ □ □ □ □ □ □
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総じて，強く期待する

ＡＩ自動運転車についての実査と結果

・リサーチ・デザインの実査結果：日本
《期待》(Q4) AIによる自動運転の利用が可能になった場合に、下記の可能性
についてあなたはどの程度期待しますか？

回答は，1「非常に期待する」から，4「どちらとも言えない」を経て，7「全く期待しない」まで

の7段階リカート尺度

↓期待する ■人間監視必要ＡＩ自動運転車

■完全ＡＩ自動運転車
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日本：最も期待する傾向
米国とｽｳｪｰﾃﾞﾝ： 中間
英国：最も期待が小さい

ＡＩ自動運転車についての実査と結果

・リサーチ・デザインの実査結果：四カ国比較

《期待》(Q4) AIによる自動運転の利用が可能になった場合に、下記の

可能性についてあなたはどの程度期待しますか？

↑期待しない

↓期待する



自動運転車についての実査と結果

《質問 Q5》自動運転車の導入に伴い発生すると考えられる以下の問題について
どう思いますか？

ある程度 どちらとも ほとんど 心配 全く心配
非常に心配 心配 心配 言えない 心配しない しない しない

①自動運転システム不備に □ □ □ □ □ □ □
よる安全性の欠如

②自動運転システムが外部から □ □ □ □ □ □ □
違法に操作される危険

③GPSによっての取得されるあなたの
位置情報等が漏洩する可能性 □ □ □ □ □ □ □

④完全自動運転車同士の接触事故の可能性 □ □ □ □ □ □ □
⑤歩行者や自転車との接触事故の可能性 □ □ □ □ □ □ □
⑥事故の際の利用者・所有者の賠償責任
の可能性 □ □ □ □ □ □ □

⑦悪天候の場合の操作の誤操作の可能性 □ □ □ □ □ □ □
⑧異常事態における自動運転車の
不適切な挙動 □ □ □ □ □ □ □



2.00
2.10
2.20
2.30
2.40
2.50
2.60
2.70
2.80
2.90
3.00
3.10
3.20
3.30
3.40
3.50
3.60
3.70
3.80
3.90
4.00

ＡＩ自動運転車についての実査と結果

・リサーチ・デザインの実査結果：四カ国比較

《懸念・不安》(Q6) AIによる自動運転の導入に伴い発生すると考えられる以下の

問題についてどう思いますか？ 回答は，1「非常に心配」から，4「どちらとも

言えない」を経て，7「全く心配しない」までの7段階リカート尺度

↓心配 ■人間監視必要ＡＩ自動運転車

■完全ＡＩ自動運転車

総じて，非常に心配
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非常に心配

日本，米国：最も不安感大きい
英国：中間

スウェーデン：最も不安感が弱い

ＡＩ自動運転車についての実査と結果

・リサーチ・デザインの結果：四カ国比較

《懸念・不安》(Q6) AIによる自動運転の導入に伴い発生すると考えられる

以下の問題についてどう思いますか？

↓心配



ＡＩによる裁判支援システムに対する国民の期待と不安
《完全ＡＩ裁判のヴァージョン》

コンピュータによる深層学習（ディープ・ラーニング）や確率・統計計算，論理プロ
グラミングなどを駆使する人工知能技術を用いて，人間の裁判官がこれまで行ってい
た事実の認定や法的な判断を，AIが代わりに行って，判決を下すシステムを言います。
AI裁判システムが開発され，導入されれば，人間の裁判官はシステムが適切に作動し
ているかをチェックするだけで，基本的にAI裁判所が裁判をするようになります。

《準ＡＩ裁判のヴァージョン》

コンピュータによる深層学習（ディープ・ラーニング）や確率・統計計算，論理プロ
グラミングなどを駆使する人工知能技術を用いて，人間の裁判官がこれまで行ってい
た事実の認定や法的な判断を，AIが行って判決の原案を提示し，人間の裁判官を強力
に支援するシステムを言います。AI裁判システムが開発され，導入されれば，人間の
裁判官はAI裁判システムの判決原案が妥当なものかチェックした上で裁判所の判決と
します。

《ＡＩ支援裁判のヴァージョン》

コンピュータによる深層学習（ディープ・ラーニング）や確率・統計計算，論理プロ
グラミングなどを駆使する人工知能技術を用いて，裁判での事実の認定や法的な判断
を人間の裁判官が行う際に，AIが参考意見や法情報を提示して，人間の裁判官を支援
するシステムを言います。AI裁判システムが開発され，導入されても，裁判官はAI裁
判システムに支援されるだけで，人間の裁判官が裁判することに変わりはありません。



ＡＩによる裁判支援システムに対する国民の期待と不安

《ＡＩ裁判支援システムに対する期待要素の質問》

《完全ＡＩ裁判のヴァージョン》

《準ＡＩ裁判のヴァージョン》

《ＡＩ支援裁判のヴァージョン》

⇒ 各ヴァージョン300データの900データ

（年代性別の層化無作為割当法，インターネット調査）

⇒ データ分析：MCMC法(Markov Chain Monte Carlo Method)に
よるベイズ推定(Bayesian Inference)

最初の1000回をバーン・インとして捨て，

1001回めからのデータ20,000のチェインを

3つ同時にサンプルし，

合計60,000サンプルから推定．
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ＡＩによる裁判支援システムに対する国民の期待と不安

《あなたは，AI裁判システムに興味がありますか，

ありませんか。》

ヴァージョン比較

ＡＩ支援裁判 ＞ 完全ＡＩ裁判 ≧ 準ＡＩ裁判



ＡＩによる裁判支援システムに対する国民の期待と不安

《あなたは，日本の民事裁判でのAI裁判システムの導入に
賛成ですか，反対ですか．》

❏ 非常に賛成である

❏ 賛成である

❏ どちらかといえば賛成である

❏ どちらともいえない

❏ どちらかといえば反対である

❏ 反対である

❏ 全く反対である
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ＡＩによる裁判支援システムに対する国民の期待と不安

《あなたは，日本の民事裁判でのAI裁判システムの導入に
賛成ですか，反対ですか．》

ヴァージョン巻比較

ＡＩ支援裁判 ≧ 完全ＡＩ裁判 ≒ 準ＡＩ裁判



ＡＩによる裁判支援システムに対する国民の期待と不安

《ＡＩ裁判支援システムに対する期待要素の質問》

1. 全国一律の法的判断がなされ，裁判所や裁判官による

ブレがなくなる

2. 科学的に正しい事実の認定がなされる

3. 社会常識にかなう妥当な法的判断がなされる

4. 嘘や不正確な証言・証拠の悪い影響がなくなる

5. 公正中立な裁判となる

6. 人情の機微に触れる裁判がなされる

7. 裁判にかかる費用が安くなる

8. 裁判にかかる時間が短くなる

9. 依頼した弁護士の能力の高低の影響を裁判が受けない

10. 裁判を利用しやすくなる
1.非常に期待する ー 2.期待する ー 3.どちらかといえば期待する ー 4.どちらとも

いえない ー 5.どちらかといえば期待しない ー 6.期待しない ー 7.全く期待しない



ＡＩによる裁判支援システムに対する国民の期待と不安

《ＡＩ裁判支援システムに対する期待要素の質問》
1.非常に期待する ー 2.期待する ー 3.どちらかといえば期待する ー 4.どちらとも

いえない ー 5.どちらかといえば期待しない ー 6.期待しない ー 7.全く期待しない

0.00 0.50 1.00 1.50 2.00 2.50 3.00 3.50 4.00

Q5.1 全国⼀律の法的判断がなされ，…

Q5.2 科学的に正しい事実の認定がなされる

Q5.3 社会常識にかなう…

Q5.4 嘘や不正確な証⾔・証拠の…

Q5.5 公正中⽴な裁判となる

Q5.6 人情の機微に触れる裁判がなされる

Q5.7 裁判にかかる費用が安くなる

Q5.8 裁判にかかる時間が短くなる

Q5.9 依頼した弁護⼠の能⼒の⾼低の…

Q5.10 裁判を利用しやすくなる

ＡＩ支援裁判 準ＡＩ裁判 完全ＡＩ裁判

《要約》
人々は，ＡＩに対して「人情の機

微」を期待してはいないということ
であろう．全体として，日本国民は
ＡＩ裁判支援システムに対して，概

ね大きな期待を寄せている



ＡＩによる裁判支援システムに対する国民の期待と不安

《ＡＩ裁判支援システムに対する期待要素の質問》
1.非常に期待する ー 2.期待する ー 3.どちらかといえば期待する ー 4.どちらとも

いえない ー 5.どちらかといえば期待しない ー 6.期待しない ー 7.全く期待しない
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完全ＡＩ裁判 準ＡＩ裁判 ＡＩ支援裁判

《ヴァージョン間比較》
差は非常に小さいが，人々は，ＡＩ
をより深く組み込んだＡＩ裁判支
援システムに，より多くの期待を

抱いている



ＡＩによる裁判支援システムに対する国民の期待と不安

《ＡＩ裁判支援システムに対する不安要素の質問》

Q6.民事裁判へのAI裁判システムの導入に伴い発生するかも
しれない以下の問題について，あなたは心配ですか，心配
ではないですか？

(1) AI裁判システムの不備による誤判の発生

(2) AI裁判システムが外部から違法に操作される危険

(3) 裁判に「人間味」がなくなること

(4) 社会の変化に対応した裁判ができなくなる危険

(5) 人々の価値観・倫理観の変化に対応した裁判が

できなくなる危険

1.非常に心配である ー 2.心配である ー 3.どちらかといえば心配でる ー 4.どちらとも

いえない ー 5.どちらかといえば心配でない ー 6.心配でない ー 7.全く心配でない



ＡＩによる裁判支援システムに対する国民の期待と不安

《ＡＩ裁判支援システムに対する期待要素の質問》
1.非常に期待する ー 2.期待する ー 3.どちらかといえば期待する ー 4.どちらとも

いえない ー 5.どちらかといえば期待しない ー 6.期待しない ー 7.全く期待しない

0.00 0.50 1.00 1.50 2.00 2.50 3.00 3.50 4.00

Q6.1 AI裁判システムの不備による誤判の

発生

Q6.2 AI裁判システムが外部から違法に操

作される危険

Q6.3 裁判に「人間味」がなくなること

Q6.4 社会の変化に対応した裁判ができな

くなる危険

Q6.5 人々の価値観・倫理観の変化に対応

した裁判ができなくなる危険

ＡＩ支援裁判 準ＡＩ裁判 完全ＡＩ裁判

《要約》
全体として，日本国民はＡＩ裁
判支援システムに対して，強
い不安を感じ心配している



ＡＩによる裁判支援システムに対する国民の期待と不安

《ＡＩ裁判支援システムに対する期待要素の質問》
1.非常に期待する ー 2.期待する ー 3.どちらかといえば期待する ー 4.どちらとも

いえない ー 5.どちらかといえば期待しない ー 6.期待しない ー 7.全く期待しない
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完全ＡＩ裁判 準ＡＩ裁判 ＡＩ支援裁判

《ヴァージョン間比較》
人々は総じて，ＡＩをより深く組み
込んだＡＩ裁判支援システムにより
深い不安を感じて心配している



ＡＩによる裁判支援システムに対する国民の期待と不安

《ＡＩ裁判支援システムに自分が民事裁判を受ける意欲》

Q3 と Q7 あなたが，民事の紛争に巻き込まれたと想定して
ください（例：交通事故，火事，借金・貸金，解雇・失業，
離婚，相続問題などの紛争．すなわち，刑事事件以外の紛
争）．AI裁判システムを用いる裁判を受けたいですか，受
けたくないですか．

❏ 非常に受けたい

❏ 受けたい

❏ どちらかといえば受けたい

❏ どちらともいえない

❏ どちらかといえば受けたくない

❏ 受けたくない

❏ 全く受けたくない
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ＡＩによる裁判支援システムに対する国民の期待と不安

《ＡＩ裁判支援システムに自分が民事裁判を受ける意欲》

Q3［期待と不安を吟味する前］とQ7［期待と不安を吟味した後］

ＡＩ裁判システムを用いる民事裁判を受けたいか？
1．非常に受けたい ー 2．受けたい ー 3．どちらかといえば受けたい ー 4．どちらともいえない

ー 5．どちらかといえば受けたくない － 6．受けたくない ー 7．全く受けたくない

完全ＡＩ裁判

準ＡＩ裁判 ＡＩ支援裁判 完全ＡＩ裁判

準ＡＩ裁判

ＡＩ支援裁判

完全ＡＩ裁判＞準ＡＩ裁判≒ＡＩ支援裁判
完全ＡＩ裁判＞準ＡＩ裁判＞ＡＩ支援裁判

全てのヴァージョンで，ＡＩ裁判支援シス
テムによる裁判は受けたくない方向の態度
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《ＡＩ裁判支援システムに自分が民事裁判を受ける意欲》

Q3［期待と不安を吟味する前］とQ7［期待と不安を吟味した後］

ＡＩ裁判システムを用いる民事裁判を受けたいか？
1．非常に受けたい ー 2．受けたい ー 3．どちらかといえば受けたい ー 4．どちらともいえない

ー 5．どちらかといえば受けたくない － 6．受けたくない ー 7．全く受けたくない

3.00

3.50

4.00

4.50

5.00

検討前 検討後 検討前 検討後 検討前 検討後

完全ＡＩ裁判 準ＡＩ裁判 ＡＩ支援裁判

★ ＡＩ裁判支援システムに対する期待と不安を検討する前
よりも，検討した後の方が相対的にではあるが，裁判を受
けたくない気持ちが少し弱まっている．

★ ＡＩ裁判支援システムについてよく知るほど，アレル
ギーが弱まる．



ＡＩによる裁判支援システムに対する国民の期待と不安《まとめ》

※ 人々は，ＡＩ裁判支援システムに対して，大きな期待と大きな不
安の双方を持っているというアンビヴァレントな態度を示している．

※ 人々は，ＡＩ裁判支援システムによる裁判を受けたくないという
意向を持っている．

※ 受けたくない気持ちは，完全ＡＩ裁判の場合に，準ＡＩ裁判やＡ
Ｉ支援裁判の場合よりも根強いた．

※ ＡＩ裁判支援システムに対する期待要因や不安要因を吟味検討す
ることで，ＡＩ裁判支援システムに対するアレルギーは弱められる．

※ オリジナルなデータへのベイズ統計分析を施した例．

今後の課題：①刑事裁判に関する人々の態度．

② 事実認定，法的当て嵌め，法的推論などへのＡＩの支援

に対する態度の探求．
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